
第 36 回総合治水ワーキングチーム会議の協議結果 

 
 日 時 平成１８年５月１１日（木）17：00～22：00 
 場 所 宝塚商工会議所 第１会議室 
 出席者 （委員）松本（誠）、池渕、奥西、川谷、畑、岡田、加藤、佐々木、田村、中川、 

浅見、伊藤、草薙、酒井、谷田 
（河川管理者）田中、森田、渡邊、前川、前田、西村、合田 
（事務局）林、長尾、植田 

 
内 容(協議結果) 

１ 総合治水対策の検討 

 （１）ひょうご治山・治水防災実施計画（案） 

委員会の要求にもとづき「ひょうご治山・治水防災実施計画（案）」の概要について

河川管理者から説明があった。協議した結果、同計画（案）の本文を配布の上、委員の

質問等に回答することとなった。 

 （２）第４１回流域委員会（5/12）に向けての論点整理 

委員の意見をふまえて資料を修正し、次回流域委員会（5/12開催予定）に報告する。 

 （３）整備計画目標流量と治水対策 

「整備計画レベルでの流域対策効果量」について、河川管理者から説明があり、協議

した結果、下記のことを確認した。 

   ① 整備計画での流域対策の効果量について、今後検討する。 

② H16年の台風23号の降雨による流量（既往最大流量）は、甲武橋基準点において実

測水位－流量換算により2,900m3/sである。（青野ダムがない場合は3,100m3/s） 

③ 治水対策事業費の予算科目の枠組みについて県から説明を受け、整備計画の各選択

肢に示された事業費の落差について協議した。国の新規ダム補助事業枠を動かせない

としても、新規ダム事業費の県負担分（150億円）に相当する財源で実現可能な代替

案を検討し、次回ＷＴに報告する。 

 

２ その他 

(１) 次回以降の会議の協議事項 

 ① 総合治水対策 

(２) 今後の日程（開催日時） 

第 37 回  5 月 16 日（火）13：30～ 

第 38 回  5 月 23 日（火）13：30～ 

第 39 回  5 月 30 日（火）13：30～ 

第 40 回  6 月  6 日（火）13：30～ 

第 41 回  6 月 13 日（火）13：30～ 

 

≪当日配付資料≫ 

  資料１   整備計画レベルでの流域対策効果量 
  資料 2-1  第４１回流域委員会（5/12）に向けての論点整理 
  資料 2-2 第４１回流域委員会（5/12）に向けての論点整理（川谷委員） 

資料 3-1 ダム放流量についての資料請求、千苅ダムについての意見書（谷田委員） 
資料 3-2 水田貯留及び河道対策について（土谷委員） 
資料 3-3 整備計画の検討について（提案）（伊藤委員） 
資料 3-4 意見書（岡田委員） 
資料 3-5 意見書（茂木立委員） 
資料 3-6 第 41回武庫川流域委員会に向けての意見書（長峯委員） 
資料 3-7 意見書（池淵委員） 
参考１   ひょうご治山・治水防災実施計画（案）【概要】 

  参考２   ひょうご治山・治水防災実施計画（案） 
【第 3章 第 5節森や山、川、海の総合的な対策】 

  参考３ 河川事業・ダム事業の予算 

第 42 回流域委員会

参考資料-2 


